大会結果報告書（各競技日毎の結果）
	第　1日目
	2017年11 月2日（木）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	0.994　


	ﾀｽｸ／ 
タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2014

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：本州は回りにいくつかの低気圧の間となり関東は穏やかな晴天となる。

	　　　　風向：東北東　　風速　3～8m/s　テイクオフの風がゲートオープン後に急激に強まった。

	　　　　サーマルトップ、1300m　積雲有　無：

	 概要：Class1と同タスクでClass5にとってはダミーの多い中での競技となる。 

	Class1の氏家選手が常に先頭を飛び松田・佐々木の両選手がついていく展開。

	松田選手が一人で1時間を切るタイムでこの日のファーストタイムでゴールする。この日は西側の平野はコースや

	時間によって全く上がらない時間もありこの後、ゴールしたのは佐々木・星選手の三人にとどまった。

	

	

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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	第　2日目
	2017年11 月3 日（金）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　1


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2014

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：気圧配置は相変わらず低気圧に囲まれるものの関東地方は穏やかな晴天。

	　　　　風向：東 　　風速　2～4m/s　　気温減率は良くないもののテイクオフ付近ではサーマルは活発だった。

	　　　　サーマルトップ、1100m 積雲 無：

	 概要： テイクオフ近辺の山並みは1100m程まで上がり順調に思われたが西の平野が激渋でゴール者は出なかった。

	この日、Class5で最長距離を飛んだのは山本選手。平野に出てからは高度200mから700mでサーマルをつなぎ粘っ

	たがターンポイントの小山大橋をとれた選手はいなかった。

	平地が渋かった原因として緩やかな気圧配置による高気圧による沈降性の逆転層が考えられる。

	

	

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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	第3 日目
	2017年11 月4日（土）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　0.490


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2014

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：午前中は晴れ。午後、寒冷前線の通過に伴い雨。寒気の影響で大気が不安定で雲低は低いがサーマルは活発。

	　　　　風向：東北東 　　風速　2～7m/s

	　　　　サーマルトップ、700m　積雲　有

	 概要： 寒冷前線の通過により14時20分頃から近辺で降雨を観測し14時40分にタスクストップ。

	タスクストップルールにより各選手がスタート時間から54分間の距離で距離を測定。

	結果、岡田選手が21.4kmでトップとなる。

	

	

	

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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	第　4日目
	2017年 11月5 日（日）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　1


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2014

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：西高東低の気圧配置が急速に弱まり上空に寒気も入り大会4日間最も良いコンディションとなる。

	　　　　風向：東 　　風速　2～4m/s

	　　　　サーマルトップ、1700m　積雲　無：

	 概要： 12時45分一斉スタート。ほとんどの選手が雲低からほぼ同時にスタート。Class1の太田選手を先頭に先頭

	集団が第2ターンポイントの五叉路をとり雲のある山並みにむかった。雨引き観音の上空からまっすぐ平野に向かう

	ものと北西の山に向かうグループに別れる。西側の雲低は1300m程まで下がるが順調に飛んだ岡田選手が単独でトッ

	プゴールを決めた。Class5のゴール者は5人。

	

	

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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